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1. はじめに 
オフィス情報システム関連の研究は，電子情報通信学会

においては昭和 61年（1986）にオフィスシステム研究会と

して発足以来 31年目を迎え，ライフログなどオフィスに留

まらずユーザ情報を扱う情報システム関連の研究会として

ライフインテリジェンスとオフィス情報システム（LOIS）
研究会[1]の名称で発展してきている．この研究会では，隔

月の研究会ならびに半年毎の大会が定期的に開催され，関

連する技術やサービスの発表が行われ情報交換が活発に行

われている．本報告では，論文検索システム（I-Scover）
[2,3]のメタデータを用いて簡易な研究会論文データベース

を構築し，LOIS 研究会における発表動向を調査し分析し

た結果について述べる． 

2. オフィス情報関連の技術動向調査と分析 
電子情報通信学会における研究会の研究動向を調査する

場合には I-Scover を利用する方法が望ましいが，2004 年以

前のデータや最近の情報は公開されていない．以下では，

LOIS 研究会の研究動向を調査するため，I-Scover チャレン

ジ 2013で公開された情報および最近の情報は研究会発表申

込システムのページ[4]から収集し，研究会論文データベー

スを構築する．また，必要に応じて CiNii Articles[5]のサイ

トから情報を収集することとし，図 1 に示すデータベース

を構築した．なお，調査対象期間は 2005 年-2015 年とする． 

   図 1 研究会論文データベースの構成 

2.1 LOIS 研究会の発表件数調査 

LOIS 研究会は，毎年，奇数月の隔月に研究会を開催し

ており，名称変更した 2009年以降の発表件数を図 2に示す．

2008 年以前は，オフィス情報システム（OIS）研究会とし

て運営されてきた[6,7]が，2009 年以降ユーザ個人のオフィ

スにおける情報だけでなくプライベートな写真や日記など

日常的な情報も扱う研究や開発の発表が増加傾向にあり，

これらの情報発信源ないしは意見交換の場所を目指して，

ライフインテリジェンスとオフィス情報システム（LOIS）
研究会の名称に変更された．この変更により毎年 40件程度

であった発表件数が 70件程度に増加し，特に 3月の発表件

数が大幅に増加している．これは，SNS やライフログなど

個人の情報を扱ったシステムに関する開発などで新たな知

見が得られたものであれば，必ずしも商用化や実用化など

がなされていなくても卒業研究あるいは大学院生の研究も

発表可能となり，発表件数が増加したものと考えられる． 
 

図 2 LOIS 研究会の発表件数（2009 年～2015 年） 

2.2 ライフログ関係の調査結果の分析 

 LOIS 研究会で発表された論文のキーワードで数の多か

ったものから順に上位 10個のキーワードを表 1に示す．同

表から明らかなように 2009年以降“ライフログ”が連続し 
 

 

 

 

表 1 LOIS 研究会での発表における上位 10 個のキーワード（2009 年－2014 年） 

†福岡工業大学大学院 工学研究科知能情報システム工学専攻 
‡福岡工業大学大学院 工学研究科情報通信工学専攻 
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て 1 番多用されている．次に，“ライフログ”というキー

ワードがいつから増え始めたのか時間的な経緯を見てみる

と図 3 のように 2008 年ごろから急激に増加し，2010 年が

ピークとなって 2011年以降は下降傾向である．これは，ラ

イフログという一般的な用語よりも，“ウエブログ”，

“食べログ”，“ヘルスログ”，“レシートログ”,“PC
操作ログ”，“アクセスログ”，“センサログ”，“住宅

ログ”，“テストセッションログ”，“（電話）会話ロ

グ”，“学習ログ”など個別のシステムやサービスに用い

られるキーワードとして現れていることによるものと考え

られる． 
 

 図 3 キーワード“ライフログ”の論文出現率の推移 

また，“ライフログ“と同時に用いられているキーワー

ドを分析すると表 2 のようになる．この表からわかるよう

に，ライフログ情報を収集する際に使用される端末として

はスマートフォンと電話がよく用いられ，位置情報や GPS
などとともに会話ログのための音声認識機能やワードスポ

ッティング機能など同時に用いられているのも理解できる． 
この他，ライフログに関連する技術として，写真共有サー

ビスの開示制御やマッシュアップ，API，協調フィルタリ

ング等も挙げられる． 
 
 表 2 “ライフログ”の高共起頻度キーワード 

2.3 研究会での発表動向 

 LOIS 研究会での発表動向として，共催や連載を含む発

表機関を示したのが図 4 であり，NTT グループ，神戸大学，

高知工科大学，福岡工業大学，早稲田大学，兵庫県立大学，

日立製作所などの順となっており，企業が少なく大学関係

が多い．また，2003 年から 2014 年までの論文数と総著者

数を示したのが図 5 である．この図から，2003 年時点では

1 件当たり 3 名であるのに対し，2015 年時点では 1 件当た

り 3.5 名となり暫時増加していることが分る．最近は，共

同研究が多く，複数の機関で共同して行う研究が増加して

いることが理解できる． 

      図 4 LOIS 研究会での発表機関 

   図 5 LOIS 研究会での論文数および著者総数 
      （共催・併催等の論文を含む） 

3. まとめ 
本研究では，I-Scover のデータセットや研究会発表申込

システムのデータおよび CiNii Articles のデータを用いて研

究会論文データベースを構築した．これにより，論文発表

動向の分析ができるようになった．しかし，本稿で述べた

データベースは，最新情報の更新ができないため，今後は

I-Scover が公開予定のウェブ API を活用し，リアルタイム

な動向分析を実現し，これからの研究動向を予測できるよ

うにしたいと考えている． 
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